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乳幼児施設に おける小児一次救命処置に関する

　　　基礎的研究

一 A市内の保育所・幼稚園における自動体外式除細動器（AED）の設置状況一

山下　麻実1），石舘美弥子2），宍戸　路佳3），久保　恭子4）

〔論文要旨〕

　保育所・幼稚園におけるAEDの設置状況を明らかにし，教育現場における医療面での安全性を向上させること

を目的に，保育所・幼稚園の施設長に質問紙調査を行った。その結果回答が得られた449施設のうち，AEDを設

置している施設は121施設（26．9％）であった。AEDの設置率は，幼稚園が認可保育所，認証保育所，認可外保育

所と比較して有意に高かった。また，AEDを設置している121施設のうち，2施設がAEDを2台，119施設は1

台の設置であった。結果よりT保育所・幼稚園におけるAEDの設置が少ないことが明らかとなった。　AEDの管理

取り扱いを含む小児一次救命処置のトレーニング状況など，子どもの安全を守るために医療と保育が連携していく

必要性が示唆された。
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1．はじめに

　2004年に非医療従事者による除細動器（以下，

AED）の使用が認められて以来，駅や空港宿泊施

設など公共施設へのAEDの設置が急速に進み，　AED

に関する知識や必要性が一般市民にも普及してきてい

る。厚生労働科学研究「AEDの普及状況に係る研究」1）

によれば，2012年12月現在，わが国のAED販売累計

台数は，447，818台であり，そのうち公共施設など一

般市民が使用できるAED（PAD；Public　Access　De－

fibrillation）は352，087台にものぼり，AEDの普及は右

肩上がりに上昇していることが明らかにされている。

また，ある政令指定都市では，2009年より一定規模以

上の建物や，スポーッ施設，駅舎などに，AEDを設

置することを義務化している。しかしながら，乳幼児

を預かる保育所や幼稚園についてAED設置に関する

基準はなく，AED設置の実態は明らかではない現状

がある。

　近年乳幼児施設において，園児が水遊び中に溺死

した事故や，睡眠中に亡くなった事故などもあり，身

体機能や危険認識が未熟であり，不慮の事故が多い乳

幼児を保育，教育する施設にとって，このような事故

は，いずれの施設においても起こりうるため，可能な

限り予防と対策を講じる必要がある。しかし，万が一

にもこのような事故が起きた際施設にAEDの設置

がなされている，あるいは適切な処置ができるトレー

ニングを受けた人材がいれば，子どもの生命を救う可

能性が高まる。

　これまでに行われている保育所や幼稚園などの乳幼

児施設と乳幼児の一次救命処置に関する研究では，保
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育士の救命処置に関する認識を明らかにしたもの2）や

乳幼児の施設における事故の事例3）や乳幼児の事故を

起こした場合の対応策4）はあるが，AEDの設置状況

や管理に関する研究はみられない。

　そこで，乳幼児施設におけるAEDの設置状況を明

らかにし，保育者に正確な使用とともに，一次救命処

置法を教育していくことで，子どもの安全が保障され

健やかな成長・発達の支援の一助となり，大きな意義

があると考えられるため本調査を行うこととした。

］1．目 勺白

　保育所および幼稚園におけるAEDの設置状況を明

らかにし，教育現場における医療面での安全性を向上

させることである。

皿．用語の定義

　乳幼児施設とは，親からの委託を受けて，日中，就

学前の子どもに保育や幼児教育を提供する施設とし，

本研究における認可保育所，認証保育所，認可外保育

所，幼稚園の定義を下記に示す。

　認可保育所：児童福祉法に基づいた設置基準を満た

している1歳未満から就学前までの子どもを預かる施

設。

　認証保育所：自治体独自の設置基準を満たしている

1歳未満から就学前までの子どもを預かる施設。

　認可外保育所：児童福祉法や自治体の設置基準のど

ちらにも当てはまらない1歳未満から就学前までの子

どもを預かる施設。

　幼稚園：学校教育法に基づいた設置基準を満たして

いる満3歳から就学前の子どもを預かる施設。

lV．方 去

1．研究対象

　A市こども青少年局に登録している乳幼児施設，全

1，180施設である。

　親から委託を受けて，子どもを預かる乳幼児施設は

多様であることから，結果が偏らないために，対象と

する乳幼児施設を認可保育所，認証保育所，認可外保

育所，幼稚園とした。

2　調査期間

調査期間は2013年ll月～2014年3月である。

15

3．調査方法

　AEDの設置に関する自記式調査用紙を各施設の施

設長宛に郵送し，乳幼児施設の種類，施設の収容人数，

AED設置の有無，設置しているAEDの台数等を回

答するアンケート調査を実施した。

4．分析方法

　統計解析ソフトHALBAU．Ver7．5を用いて，　AED

の設置の有無乳幼児施設別におけるAEDの設置

状況，設置しているAEDの台数AEDを使用す
る事象の有無について単純集計で分析した。また，

Kruskal－Wallis検定にてAEDを設置している状況を

認可保育所，認証保育所，認可外保育所，幼稚園の乳

幼児施設の種類別における比較について，有意水準を

5％とし，多重比較はBoneferroni法の補正を行った。

さらに，子どもの収容人数を7群に分類し，子どもの

収容人数によるAEDを設置している施設の差を比較

検討した。

V．倫理的配慮

　横浜創英大学の研究倫理審査委員会の了承を得て実

施した（承認番号：25－001号）。対象者に研究目的，方法，

結果発表について文書で説明し，同意を得た。研究へ

の自由な参加，途中中断の権利，不利益からの保護，

プライバシーの保護を保証した。また，対象者の自由

意思の尊重と匿名性を重視することを目的に，同意書

は作成せず，対象者からの回答された調査用紙の郵送

をもって同意とみなした。

VI．結 果

1．質問紙の回収

　1，180施設の施設長宛に質問紙を配布し，調査の協

力が得られた施設は478施設（回収率：40．5％）であっ

た。そのうち，有効回答は449施設（有効回答率：

93．4％）であった。

　また，有効回答が得られた施設の内訳は，認可保育

所が242施設（53．8％），認証保育所が58施設（13．0％），

認可外保育所が37施設（8．3％），幼稚園がll2施設

（249％）であった。また，回答があった乳幼児施設

の子どもの収容人数の平均は118．2±96．2人であった。
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）9

図　乳幼児施設におけるAEDの設置状況

表1　乳幼児施設の種類別によるAEDの設置
（n＝449）

施設数
AED

設置 未設置

認可保育所 242 59　（24．4％）　　　183　（75．6％）

認証保育所 58 6　（10．3％）　　　　52　（89．7％）

認可外保育所 37 3　（　8ユ％）　　　　34　（919％）

幼稚園 112 53　（47．3％）　　　　59　（52．7％）

表2　乳幼児施設の種類別によるAED設置率の比較

X2値 df P値

認可保育所一認証保育所 4615 1 0．0317

認可保育所一認可外保育所　　4．262 1 0．03897

認可保育所一幼稚園 20．658 1 0．OOOOI”

2．AEDの設置状況

1）乳幼児施設におけるAEDの設置状況

　449施設のうち，AEDを設置している施設が121施

設（26．9％）であり，AEDを設置していない施設が

328施設（73．1％）であった（図）。

2）乳幼児施設の種類別におけるAEDの設置状況

　乳幼児施設の施設別における設置状況では，幼稚園

でのAEDの設置率が最も高く47．3％であり，次いで，

認可保育所24．4％，認証保育所10．3％，認可外保育所

＆1％の順であった（表1）。

　また，AED設置の乳幼児施設ごとの比較では，幼

稚園は53施設（47．3％）であり，認可保育所59施設

（24．4％），認証保育所6施設（10．3％），認可外保育所

3施設（8．1％）よりも，有意に高かった（p＜0．0016）。

認可保育所，認証保育所，認可外保育所の3施設問で

はAED設置率について，有意差は認められなかった

（表2）。

3）乳幼児施設の子どもの収容人数におけるAEDの設置

　状況

　乳幼児施設のAEDの設置状況について，子どもの

収容人数が100人以下の場合，AEDを設置している施

設が20％以下であることに対し，100人以上では40％

以上，300人以上では60％以上の乳幼児施設にAED

が設置されていることが明らかになった（表3）。

認証保育所一認可外保育所　　0．057 1 0．81072

認証保育所一幼稚園 26．517 1 O．OOOOO”

認可外保育所一幼稚園 21．706 1 0．OOOOO”

＊＊ p〈O．OOI，　Bonferroni法

3．AEDの設置台数

　AEDを設置している121施設のうち，2施設が

AEDを2台設置しており，119施設は1台の設置で

あった。

表3　子どもの収容人数によるAED設置の比較

子どもの

収容人数　認可保育所

乳幼児の種類別施設数 収容人数別AEDを設置　AED設置

認証保育所認可外保育所
　　　　による施設
幼稚園
　　　　　の合計

している　施設の割合

施設数　　　（％）

1～50人 21 50 26 6 103 13 12．6

51～100人 151 5 6 7 169 31 18．3

101～150人 59 2 1 17 79 32 405

151～200／S 6 1 1 24 32 13 40．6

201～300人 4 0 3 33 40 16 40．0

301～400／S 0 0 1 17 18 11 61．1

400人以上 0 0 0 8 8 5 625

Presented by Medical*Online



第75巻　第1号，2016

w．考 察

1．乳幼児施設におけるAEDの設置状況

　2010年American　Heart　Association　Guidelines　For

CPR　and　ECCの改定以降，乳幼児に対するAEDの

使用が有効とされた5L方で，2012年日本循環器学会

AED検討設置委員会では，幼児における心停止の頻

度は非常に低く，AED使用の有用性のエビデンスが

明らかではないため，乳幼児施設へのAEDの設置

は推奨するものではない6＞と提言されている背景の中

で，今回の調査では，乳幼児施設におけるAEDの設

置状況が26．9％であることが明らかになった。

　AEDを設置している乳幼児施設として，幼稚園の

AED設置率が高いことに対し，特に認証保育所・認

可外保育所において，AEDの設置率が低いことが明

らかになった。また，子どもの収容人数が100人以下

の乳幼児施設より，400人以上収容している乳幼児施

設の方が，AEDの設置が多くされていることがわかっ

た。AEDの設置について，　AEDの設置が勧められる

場所・施設は心停止の発生頻度が高い（人が多い，ハ

イリスクな人が多い）場所である6）。今回の結果から

も，幼稚園の方が認証保育所や認可外保育所と比較し，

収容人数が多いことから，幼稚園におけるAEDの設

置率が高かったと考える。しかし，収容人数が少ない

認証保育所や認可外保育所でも，参観会やお遊戯会，

運動会などでは園児の父親母親をはじめ祖父母など不

特定多数の人たちが施設に集まり，そこには心疾患を

既往にもつ人も居合わせる可能性もある。特に運動会

では，園児以外の大人が競技に参加し，競技中に突然

倒れる場合もある。これまでの研究によると，学校に

AEDを設置した場合，生徒よりも職員や部外者に使

用される方が多かったとの報告があることから7），乳

幼児施設においても，AEDを設置していない施設は

運動会やお遊戯会など，不特定多数の人が集まるよう

な状況下では，AEDを借りるなどして，このような

非常事態に備えておくことが望ましいと考える。また，

自治体においても運動会などの会場にはAEDを貸し

出せるように，各保健センターのAEDを増備し，自

治体と施設が連携して，園児やその保護者の安全を守

る環境を整えておく必要がある。

　AEDの設置台数について，　AEDを設置している

121施設のうち，119施設（98．3％）が1台であり，

AEDを2台設置している施設は2施設（1．7％）のみ
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であった。心停止後，AEDを装着し除細動が早けれ

ば早い程救命率が上がることは周知の事実である。

AEDの配置にあたって考慮すべきことの中で，心停

止から長くても5分以内にAEDを用いた除細動が

可能な体制が必要であり，それは現場から片道1分

以内の場所にAEDを設置する必要があると述べて

いる61。またコペンハーゲンの調査においても100m

間隔でAEDを設置することを推奨しており8），アメ

リカのシカゴ空港では実際に片道60～90秒の間隔で

AEDを設置し，高い救命率を示している9）。これらの

ことから，施設内にAEDを設置していることが必ず

しも万全な体制ではなく，AEDが施設内に何台設置

され，それが施設内のどこに設置されているかが，重

要であると考える。そのため，施設内にAEDを設置

する場合には，施設の中心部など誰もがアクセスしや

すい場所に置くことや，子どもが事故を起こしやすい

運動場やプールの近くに置くなど，AEDを使用する

施設職員の動きやすさや子どもの事故の発生状況など

を十分考慮してAEDを設置する必要があるといえる。

2．AEDの効果的な活用にむけて

　施設内にAEDを設置しているだけでは，必ずしも

子どもたちの命を守る安全な環境とはいえない。設置

したAEDを正しく維持管理し，いつでもAEDを使え

る人を増やすことが重要である。しかしながら，保育

士を対象とした研究によると，保育士たちは小児の一

次救命処置について，認識はあるが自信が持てず，技

術において不安を感じていることが明らかにされてい

る21°）。保育士は親から子どもを預かっている間，一番

近くで子どもと接し，子どもの異変を最も早く察知す

ることができる立場にあるが，このような保育士の現

状では，たとえ施設内にAEDを設置していても，子

どもに心停止が起きた場合保育士が適切にAEDを

使用することは非常に困難であることが推察される。

　これまでの研究によると，心肺蘇生講習会でトレー

ニングを受けることで受講者の救命意識が向上し，自

信を高められることが報告されている11・12’。AEDを効

果的に活用し，子どもたちの命を守る安全な環境を整

えるためにも，子どもを対象とした心肺蘇生講習会を

積極的に展開することが必要である。子どもを対象に

した乳幼児心肺蘇生講習会を展開することで，保育士

や幼稚園教諭の心肺蘇生に対する理解を深め，AED

を用いた心肺蘇生を行える人を増やすことが期待でき
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る。また，保育士や幼稚園教諭を対象に乳幼児心肺蘇

生講習会を体系的に展開していくには，個人ではなく，

保育所や幼稚園の組織へのアプローチが重要であり，

組織として子どもを守る安全文化を醸成していくこと

が望ましいと考える。さらに，より効果的な講習会を

実施するためには，心肺蘇生講習会の会場で行うので

はなく，インストラクターは保育所や幼稚園に出向き，

施設内のさまざまな場所で心停止が発生したことを想

定し，誰がどのように動き，119番通報AEDの運搬

などにあたるか行動をシミュレーション体験すること

が，現実的であり実践に即した訓練になると推察する。

　現在，保育所や幼稚園など乳幼児施設をめぐる問題

として，待機児童や保育士不足などが大きく話題にさ

れるが，子どもの健やかな成長を支援していくために

も，子どもが安全に生活できる環境を整えていくこと

も断じて忘れてはならない。

V皿．本研究の限界と今後の課題

　本研究の限界は，調査対象がある一定地区の乳幼児

施設だけであり，地域が限局しているため一般化はで

きない。今後は他の地域についても調査を実施レ今

回の結果を検討していく必要がある。また，本研究は，

AEDを設置している施設に注目して結果を導き出し

考察した。今後はAEDを設置していない，あるいは

AEDを設置できない施設の背景や安全対策などにも

注目して調査を継続していくことが課題である。

lX．結 論

　A市内の保育所および幼稚園におけるAEDの設置

状況の調査から，以下のことが明らかになった。

1．A市内の乳幼児施設449施設のうち，　AEDを設

　置している施設が121施設（26．9％）であり，AED

　を設置していない施設が328施設（73．1％）であった。

2．乳幼児施設別におけるAED設置状況の比較では，

　幼稚園でのAED設置率は認可保育所，認証保育所，

　認可外保育所より，有意に高いことが認められた。

3．子どもの収容人数におけるAEDの設置状況の

　比較では，子どもの収容人数が100人以下の場合，

　AEDを設置している施設が20％以下であることに

　対し，100人以上では40％以上，300人以上では60％

　以上の乳幼児施設にAEDが設置されていることが

　明らかになった。

4．AEDを設置している121施設のうち，2施設が
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AEDを2台設置しており，119施設は1台の設置で

あった。

5　今後はAEDの管理，取り扱いを含む小児の一次

救命処置のトレーニング状況などの調査を継続し，

子どもの安全を守るために医療と保育が連携してい

　く必要性が示唆された。
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〔Summary〕

　　Aquestionnaire　survey　was　conducted　by　mailing　to

the　heads　of　day　nurseries　and　kindergartens　to　clarify

the　present　state　of　AED　installation　in　them　and　ob－

tain　the　materials　for　discussing　the　educational　support

model　to　be　intervened　by　medical　workers，　Out　of　449

facilities　from　which　we　obtained　the　responses，121　fa－

cilities（26．9％）had　the　AED　installed　in　them．　The　ra－

tio　of　AED　installation　in　the　kindergartens　was　fo皿d　to

be　significarユtly　higher　than　those　in　the　licensed　nursery

schools，　child　care　centers　certified　by　local　government

and　non－1icensed　daycare　facilities．　Specifically，　two

facilities　had　two　AEDs，　while　119　facilities，　one　AED．

The　results　showed　that　there　were　still　marly　kinder－

gartens　and　day　nurseries　that　were　not　provided　with

the　AED．　It　was　suggested　that　the　medical　profession

should　cooperate　with　day　care　profession　in　the　practice

of　pediatric　basic　life　support　including　the　maintenance

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すand　operation　of　the　AED　in　order　to　ensure　children　s

safety．
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